
令 和 3年 7月 1日

北区立東十条小学校

校 長 中村 都士治

し い

褥扁⑬晰、尚跛排鰊雹咆

今 日か ら 7月 にな りま
す。 この梅雨の時季のこ
らば豊作」 「梅雨のはじ
見られます。梅雨の時季
ようです。これは
い伝えていく必要
かない ときは雨」
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イメ…ジが強
拾ってみます
あれば空梅雨
、日本では雨
うかは、人々|

と想像できま
拠があるよう
が前脚で顔を

校 長  中 村 都 士 治

、これか らが梅雨真っ直中のようで
の雷は晴れ近 し」 「梅雨期に小雨な
、いろいろなことわざが全国各地に
、予想 した りする言い表 し方が多い
などに与える影響が大きいため、言
が汗をかくと雨」 「茶碗に米粒が付
、 「猫が手水 (ち ょうず =手や顔を
が近づき、湿度が高 くなると、体毛

天気予報がなかった、あるいは発達 していなかった時代、農作業や山仕事、漁などの天気に大
きく左右 される仕事に就いていた人たちにはt天気の予想はとても大事なことで した。ですか ら、
音の人はいつも天気を観察 しながら、気付いたことを代々伝えてきたので しょう。言わば、その
土地に暮 らす経験則か ら発見された天気予報であり、生活か ら生まれた知恵であったのだろ うと
思います。そ して、これ らの言葉の中には、今でも利用 されているものがたくさんあ ります。

さて、昨年か ら今年にかけては、雨の 日が多いからとい う理由だけではなく、新型 コロナ ウィ
ルス感染症を防 ぐとい う点からも、外出する機会を減 らさざるを得ません。屋内でばか り過 ごし
ていると、多少 とも気が滅入ることもあ りますが、このような話 もあります。

「庭にある木からリンゴが落ちるのを見て万有引力を思いついた」とい う逸話のあるイングラ
ン ドの科学者アイザ ック・ニュー トンは、わずか 1年半の間に 「ニュー トンの三大業績」 と言わ
れる画期的な発見をしています。
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間を 「創造的休暇」

月
力
と呼んたそ うです。

1667年ペス トが去った後、大学に戻ったニュ… トンは研究に打ち込みますが、大発見はなかっ
たそ うです。それでも、光学 や近代物理学、数学の基礎 を構築 した功績は大きく、ニュー トンが
休暇を取 らずにケンブ リッジ大学にとどまっていた ら、進歩はもう少 し後れていたかもしれない
と言われています。

梅雨やニュー トンの話か らは、
善を尽 くしていくとい う強い意志
なものを奪われてきま した。そ し
そのためにも、しっか りとした自
ることはあ りません。

あと3週間足 らずで夏体みを迎えます。昨年度よりも長いコロナ禍
での休みにな ります。コロナ禍 とい う環境に流 されず、日々の出来事
や経験全てを自分のこととして とらえ、自分がやるべきことをや り遂
げてい くことで、さらに意志を養 うことができるように思います。 7
月に入 り、これか ら学校では、そのための準備を学年に応 じて進めて
参 ります。 ご家庭でのご理解 0ご協力をよろしくお願いいた します。

が置かれている環境を受け入れ
じられます。コロナ禍により、
これか らも続 くだろ うと心構え
意志をもちたいと思います。そ

中で自分ができる最
で私たちはいろいろ
ければな りません。
は、誰か らも奪われ
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学校 閉庁 日となります。
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2年 生 の 様 子

『 お 兄 さ ん お 姉 さ ん に な り ま し

た :」
2年2組 担任 兵頭 萌似

2年生になり3か月が経とうとしています。「ス

イミー」では、お話を読みスイミーの気持ちを考え

る活動を進めています。また、スイミーや海の様

子、海の生き物を想像し、クレパスと絵の具を使

い、絵を描きました。生活科では、一人 1つミニ ト

マ トの苗を植えました。子供たちは育てる中で細か

く観察し、育つた野菜を収穫する楽しみを味わつて

います。また、学校探検では、実際に東十条小学校

を探検して調べたことの発表を撮影し、 1年生にビ

デオレターを渡しました。「 1年生にも分かりやす

いようにしないと !」 と、言葉遣いの工夫をする、

お兄さんお姉さんらしい姿が見られました。これか

らも子供たちの成長が楽しみです。

2年 ぶ り の 水 泳 指 導

体育主任 柳 陽介

6月 23日より水泳指奪が始まりました。 2年ぶ

りの水泳指導で子どもたちは、嬉しそうな表情を見

せていました。また、1,2年生にとつては、初めて

の水遊びになります。大きなプールで思い切り体を

動かし、水と触れあつてほしいと思います。
ただし、水泳はマスクを着けて取り組むことはで

きません。そのため、密をさけるために、1クラスず
つでの指導の実施、 2メ ートル程度間隔の確保など

これまでとは大き<異なる形態で指導を行つていま

す。各クラスでの水泳学習ですので、これまでより人

数が大き<減少し、これ故で以上にプールの大きさ

を感じられたのではないでしょうか。まだ、水泳の学
習に取り組んでいないお子さんは、これからの学習
でぜひプールの広さを感じながら、学習に臨んでほ
しいと思います。

限られた学習の中ですが、めあてをもち、集中して

活動に取り組み、水に親しみ、泳力を身に付けたり、

向上させたりすることを期待しています。

璧塁 活  鑓 B 亀事

今月の生活目標「力を合わせて生活しよう」

生活指導主任 中里 奈穂

学習規律や生活規律について具体的な取 り組みを

まとめた「東小スタンダー ド」の周知徹底を図ってま

いりました。6月 には各学級で「学級 しぐさ」を作成

いたしました。力を合わせて生活 していくために、自

分たちで考えためあてですc毎 日意識することで、ク

ラスの団結力をよリー層深めてほしいと思います。

夏休みに入る前に、「東小スタンダー ド」をもとに

ご家庭で話 し合 う時間を設け、約束を確認 してくだ

さい。「水辺での遊び方」など、夏ならではの危険に

ついても注意 したいものです。夏休みが子供たちに

とって安全で思い出に残るものにな りますよう、ご

協力をお願いします。


